
新庁舎候補地について 

 

■　条件の設定 

①　早期の整備が可能であること 

②　想定必要面積を確保できる敷地規模であること：現在地同等規模の 20,000 ㎡程度 

③　市民のアクセス性の確保が図られること：　居ながら工事や仮設庁舎工事の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

④　災害時に迅速な対応が可能であること 

⑤　事業費を最小限にとどめること 

⑥　市の各種計画・方針等との整合性が図られていること 
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■　候補地の抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 抽出条件 現敷地 中村グラウンド 富山県花総合センター

 

①早期整備
市有地＋借地 

※借地:職員駐車場等

市有地＋借地 

※建屋下地は、借地所

有者との調整要 
県有地

 ②敷地規模 約 22,000 ㎡ 約 21,000 ㎡ 約 27,000 ㎡

 
③アクセス性 国道 156 号に面する

国道 156 号に近接 

進入路の確保を検討

国道 359 号に近接 

 ④災害時の迅速な対応 国道 156 号に面する 国道 156 号に近接 国道 359 号に近接

 
⑤事業費の抑制

仮設庁舎費用が発生 

借地の賃借料が継続

借地部分の買収費用が

発生
買収費用が発生

 ⑥計画適合性 市街地地域 市街地地域に隣接 市街地地域に近接

砺波市役所
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